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9 【施工における　課題・問題点　等】

　現場打集水桝の施工において、型枠工等の専門職の確保が必須であるが、専門職不足のため二次製品化

（工場製作）を行いたいが現場の設置箇所ごとに開口部等の形状が異なるため受注生産となり、また、県内

で集水桝の工場製作が可能な工場は1社程度であるため、納期にも時間を要することが多く課題であった。

　そこで、型枠工等の専門職を必要とせず、容易に製作できる代替工法を取入れることとした。

10 【実　施　内　容】

　他整備局等で実績はあるが、新潟県内初となる近年話題の建設用３Dプリンターを用いて集水桝の製作を

行った。

　集水桝は□500×H600×1個、□600×H700×1個、□600×H1000×1個の計3個を製作した。複雑な形状も

容易にできるので、今回は側溝の取付部も一体化した形状で製作を行った。

・施工手順

　①集水桝の製作図を作成。

　　↓

　②上記図面をもとに３Dデータを作成。（添付-1）

　　↓

　③ポリマーセメントを用い３Dプリンターにより製作及び開口部の造形。（添付-2）　

　　↓

　④造形後、養生を行う。（5日養生で圧縮強度35.6N/mm2を確認し、現地へ運搬）

　　↓

　⑤現地にて設置。（添付-3）

11 【実　施　結　果】

　3Dプリンター製作時は、主任監督員による施工立会を実施し、また、弊社若手の人材育成も兼ね見学会

を行った。

　図例1のとおり、従来の型枠を使用した施工

よりも、施工日数・施工人員ともに大幅な短縮

ができた。

・施工日数短縮：3～5日

・施工人員短縮：5人

　ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度も設計値18N/mm2に対し、

75.0N/mm2と満足した結果となった。

　今回は無筋構造物での製作であったが、

今後は有筋構造物にも取り入れていきたい。
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【実　施　内　容　等】

（添付-1）集水桝3Dデータ

（添付-2）３Dプリンターにより製作 開口部の造形

造形完成（□600×H700） 造形完成（□600×H700）

（添付-3）現場での設置状況 設置完了

（様式―２）　　


